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早期に確立する目的で、「Breaking the Biological 











































「Biomass Research and Development Technical 
Advisory Committee」を設置した。
　2006 年１月、ブッシュ米国大統領は一般教書演
説の中で、化石燃料依存度低減と温暖化ガス排出
量削減を目指す「先端エネルギーイニシアティブ」
構想を発表し、セルロース系エタノール燃料の製
造技術開発を重点項目としている。2012 年までに
ガソリンに対してコスト競争力のある 1.07US ド
ル／ガロンのエタノール製造法を確立し、2030 年
までに米国内ガソリン消費の 30％を置き換える目
標を掲げている。今回のDOEによるロードマップ
および研究拠点設立の動きは、上記の大統領イニ
シアティブ構想を受け、加速するものである。
出典
http://genomicsgtl.energy.gov/centers/index.shtml
セルロース系バイオマスからのエタノール製造工程
科学技術動向研究センターにて作成
